
①地区の概要
【地区の現況】
人口：９７人 高齢化率：６２．９％ 世帯数：５７戸
（令和６年１２月末時点）

【地区の魅力】

四季折々の美しい景色、豊かな自然が広がっており、地域の
人々はそれぞれの暮らしを大切にし、その技術や知識を次世代
に受け継いでいます。地域の祭りや行事、石見神楽など、古くか
ら続く伝統があり、それらが地域コミュニティを結びつける重要な
要素になっています。道川地区は、自然の息吹を感じられる美し
い景色と、歴史・伝統が調和した魅力的な地域です。
【地区の課題】

冬場の自然環境の厳しさや高齢化による生産基盤の脆弱、除
雪の負担、移動手段の困窮、医療介護の不安等多々あります。

島根県益田市道川地区

地域づくりのテーマ：輝け笑顔! 深まれ絆！行くぞ道川！～出合いふれあい助け合い～笑顔がつなぐ明日の道川

②実施団体の概要
【団体の名称】 【団体の組織図】
一般社団法人 道川地域づくりの会

【構成団体、構成員】

道川地区の全住民、趣旨に賛同するもの
地域で活動する各種団体及びグループ
・自治会（下道川下、下道川上、出合原、元組、臼木谷、日の里）

・寿会 ・青少年健全育成協議会
・民生児童委員 ・豆腐味噌加工グループ
・ゆうゆう会 ・匹見川源流道川そば打ち同好会
・出合の里みちかわ ・道川囃子田保存会
・地域安全推進協議会・地区民交流実行委員会
・交通安全対策協議会・人権同和教育推進協議会
・道川神楽社中 ・猟友会
・消防団 ・盆踊り実行委員会

④地域の魅力化に向けた取組
豊かな自然や特色を活かしながら、「住む人」「来る人」

の出会いにより、地域の賑わいを創出し、お互いの助け合いや
ふれあいをとおして、いきいきと安心して暮らすことが出来る地
域を目指します。
～目標を達成するための３つの取り組み～
◆～出合い～ 賑わいづくり・・・

・人が集まる機会を創る活動
・地域の宝を活かす活動
・里山の景観を活かす活動

◆～ふれあい～ひとづくり・・・
・歴史文化をつなぐ活動
・地域のつながりを育む活動
・ひとりひとりの個性を育む活動

◆～助け合い～暮らしの安心づくり・・・
・暮らしを守る活動
・生活環境を守る活動

【団体長メッセージ】
今年度は忙しい年でした。研修もいろいろとさせてもらいました。
そこで、学んだのは ”とにかく 始めていく！“
地域の宝を守り、残し続けていくためにはどうすればいいのか・・・ 何をすればいいのか・・・
考えることはたくさんありますが、とにかく、小さな地域でも、そこで楽しく、おおらかに暮らしていきましょう。

③地区の人口シミュレーション
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資料：島根県中山間地域研究センター「人口推計シート」
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⑤こんなことが話し合われています

お問い合わせ先

⑥こんな地域づくりを行なっています

「道川地域づくりの会」総会、年間活動計画、予算の承認
★ 主な話し合いの内容 年間を通して組織の運営体制強化について
７月 一般社団法人道川地域づくりの会設立
７月 集落営農組織 「ひやころう波佐」視察
１２月 匹見３地区共同主催「匹見の未来を考える研修会」
【賑わいづくり】
○地域の産物を活用して、歴史・文化を発信する魅力アップ活動
○魅力ある景観、整備活動

里山保全及び川辺の広場維持、管理等
〇情報発信
【暮らしの安心づくり】
○慢性的な人手不足がもたらす地域課題
○安心、安全、支え合いの仕組みづくり
【ひとづくり】
○地域内交流（世代間交流）事業

〜出合い〜 賑わいづくり 〜ふれあい〜 ひとづくり 〜助け合い〜 暮らしの安心づくり

旧割元庄屋美濃地屋敷前の遊休農地の活
用として、多面的機能保全組織との共同作
業を行っている。盆に咲かせ、住む人、立ち
寄る人に元気と笑顔を届けている。公式ラ
イン等で種まきの協力の情報発信し、地域
外からの参加者が年々増えている。

昨年、屋根の葺き替えを行った美濃地屋敷
に、道川囃子田、藁蛇神事、三葛神楽の３
つの伝統芸能、神事を集結。益田の歴史文
化を活かした観光拠点づくりを実践。

地域の絆を深め、各世代を交えて学び合っ
ている。今年は男女共同参画をテーマに人
権擁護委員の皆さんの寸劇やクイズなどで
理解を深めた。

昨年度より運動会の代替として、年齢や体
力に関係なく誰もが楽しめる「レクリエーショ
ン」を取り入れて開催している。「楽しい‼」が
広がり、昨年より、参加者が増えた。

猪、クマ、ムジナの被害は数々あれど、サ
ルの被害がなかった道川地区に、初めて
猿の被害が出た。農作物の被害件数は
多く、まずは敵を知り対策、更には、被害
状況収集、共有が重要と開催。

道川親睦交流会

集落農地を守る仕組みづくり研修会道川の皆さんちょっと運動するかい!?

鳥獣害対策講習会

〒６９８－１２０１
島根県益田市匹見町道川イ１３３－１ 清流会館
一般社団法人道川地域づくりの会（事務局：道川公民館内）
ＴＥＬ：０８５６－５８－０００１ ＦＡＸ：０８５６－５８－０００２
ホームページ http://michikawa.info/

公式LINE
道川ファンクラブ
友達追加QRコード

匹見民俗芸能まつり

ひまわりプロジェクト

急速な人口減少が進む中、将来にわたって
地域の農地を維持管理できる担い手不足
が大きな課題。地域農業の持続発展の仕
組みを整えていく第１歩とした。

http://michikawa.info/

